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　　L=2.1m
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重機進入路
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→Level
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→+8.0%

FH=207.60
→+33.0%
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  A=19㎡

 　 L=25.1m

 　 L=37.3m

石積復旧 フリューム(B300-H500)

 　 L=7.4m

6号張ｺﾝｸﾘｰﾄ 2号水路接続工

　　　　　　 L=36.4m
 2号集水桝
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1号工事用道路

A =9 4. 0× 1 .4 1 4= 13 2 . 9m 2

切土法面工

ロープ・金網　L=54.8m

端末支柱　N=2本　・　中間支柱　N=18本

ロープ・金網　L=74.5m
L=5.0m　SL=0.4mA=2.0 m2

2号張コンクリート　L=30.5m

フリューム(B300-H500)　L=30.5m
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K1'EP

L5

R8

L3

L6

K1NO.0

B2IP.2

B2IP.3

B2IP.5

B2NO.1

B2NO.1+12.0

B2NO.2 B2NO.2+13.0

B2NO.3

B2NO.3+6.0

B2NO.3+16.0

R6.0

B2IP.7

B2IP.8

B2IP.6

B2NO.4

B2NO.4+10

B2NO.5

B2NO.6

L6

L8.0

L12.67

L3.13

L6.14

L11.0

L15.05

L9.05

L2.61

L7.0

L8.0

L16.57

L14.28

B1NO.0

B1EP

L3.59

R7.64 B2NO.0

B2IP.1

B2NO.0+10

K3IP.1

K3IP.2

K3IP.3

K3NO.0

K3NO.1

K3NO.2

K3NO.3

K3NO.4

K3SP.3

L4.51

L11

R5.7

R4.44

R4.6

K2NO.1

K2NO.1+10.0

K2NO.2

K2EP

L5.99

L2.12

L3.5

R2

K2'NO.0

K2'NO.0+8.0

K2'EP

R8.24

R7.32

K3EP

K3NO.5

地番514
保安林　3933ｍ2

起工 公共令和6年度

２号張コンクリート

フリューム(B300-H500) L=67.3m

L=46.6m

 

端末支柱　N=1本・中間支柱　N=10本

下西谷1地区急傾斜地崩壊対策工事（８工区）L = 1 2 9 . 3 m



Co

Co

道

東伯郡三朝町下西谷

地 区 名

図    名

位    置

縮    尺

図    号

M

中部総合事務所県土整備局

単    位1:50

標準断面図

鳥 取 県

下 西 谷 地 区

（其の１）

令和

Ａ工区

６　年度施行

標 準 断 面 図
S=1:50

1:0.6

1:0.6

1:1.0

1:
1.
0

測量基線

客土吹付工

吹付枠工(300×300-2000×2000)

吹付枠工(F300-2000×2000)

鉄筋挿入工(D19-L=3.5)

小段張コンクリート
　(t=7cm）

1.00

5.0%

計画高(FH)

2.101.50

4.60

1.00

0.30

落石防護柵(H=2.0m)

Ａ２号待受擁壁
　(H=3.5m)

角フリューム(FS300）

平張コンクリート
　(t=7cm）

１号張コンクリート
　(t=7cm）

保安林

5
.0

0
2
.5

0

7
.5

0

測量基線

測量基線からの離れ

崩壊土砂防止柵(H=2.5m)

1:
0.
4

0.40

2.00

2.00

枠内植生基材吹付(t=6cm)

枠内植生基材吹付(t=6cm)

ANO.4付近

ANO.7付近 ANO.10付近

K

K

幅杭

幅杭

幅杭

軟岩Ⅰ　　　
(風化花崗岩)

土砂　　　　
(礫まじり砂)

軟岩Ⅰ　　　
(風化花崗岩)

土砂　　　　
(礫まじり砂)

軟岩Ⅰ　　　
(風化花崗岩)

土砂　　　　
(礫まじり砂)

崩壊土砂捕捉可能量
　Ｖd≧15.6m3/m

崩壊土砂捕捉可能量
　Ｖd≧15.6m3/m 崩壊土砂捕捉可能量

　Ｖd≧5.3m3/m

１次掘削底面 FH=鉄筋挿入2段目

２次掘削底面 FH=小段高

計画高(FH)

測量基線

仮設防護柵 Ⅶ型

2.101.50

4.60

1.00

0.30

1
:0.

4

落石防護柵(H=2.0m)

　(H=4.0m)

フリューム(B300-H500）

平張コンクリート
　(t=7cm）

２号張コンクリート
　(t=7cm）

Ａ１号待受擁壁

K

※Ａ４打出時は縮尺率５０％

全 ９ 葉中の内 ２

下西谷1地区急傾斜地崩壊対策工事（８工区）（国補正）

1号張コンクリート
（ANO.0～1号集水桝まで）

起工 公共令和6年度



東伯郡三朝町下西谷

地 区 名

図    名

位    置

縮    尺

図    号

M

年度施行

中部総合事務所県土整備局

単    位1:100

横 断 面 図

鳥 取 県

（其の１）

3

下 西 谷 1 地 区

全 ９ 葉中の内 

DL=195.00

DL=195.00

ANO.1

GH=

FH= -

199.93
D
=2

0
.
00

ANO.0

GH=

FH= -

200.43

D
=
2
0.

0
0

Co

倉庫

Co

Co

Co

1:
0.
4

1:0.6

1.001.50

4.60

1.00

FH=200.43

1
:0.

4

1:0.6

1.001.50

4.60

1.00

FH=199.93

1:0.6
1:0.6

2.10

2.10 1.35

K

K

風化花崗岩

土砂

風化花崗岩

土砂

K-7

T.P.
+214

.83m

dep 
= 4.0

40 m

Nd
0 20 40 60 80 100 120 140 160

１次掘削底面 FH=小段高

２次掘削底面 FH=204.69

１次掘削 FH=小段高

２次掘削 FH=204.69

工　種工　種

工　種工　種

1.9

0.6

4.6

1.7

3.3

4.3

2.7

3.9

1.
99

2.
61

1.
95

2.
65

2.
75

1.
85

3.
58

1.
02

1.
46

3.
14

2.
20

2.
40

2.
14

2.
46

2.
95

1.
65

令和

床掘(軟岩Ⅰ)

床掘(土砂)

片切掘削(軟岩Ⅰ)

片切掘削(土砂)

埋戻(土砂)

埋戻(ｺﾝｸﾘｰﾄ)

切土法面整形(土砂)

切土法面整形(軟岩Ⅰ)

植生工

ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊

C2

C1

9.5

－

0.6

E1

E2

F1

F2

sl1

sl2

sl1

Co

左 右記号

石積取壊 S

19.5

0.1片切掘削(軟岩Ⅰ)

片切掘削(土砂)

C2

C1

1次記号

0.9

0.1

【逆巻施工】

3次

切土法面整形(土砂)

切土法面整形(軟岩Ⅰ)

sl1

sl2

2.1 16.5

1.9 3.3 4.3

0.6

床掘(軟岩Ⅰ)

床掘(土砂)

片切掘削(軟岩Ⅰ)

片切掘削(土砂)

埋戻(土砂)

埋戻(ｺﾝｸﾘｰﾄ)

切土法面整形(土砂)

切土法面整形(軟岩Ⅰ)

植生工

ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊

C2

C1

11.2

－

1.7

E1

E2

F1

F2

sl1

sl2

sl1

Co

左 右記号

0.71

石積取壊 S

33.3

0.7片切掘削(軟岩Ⅰ)

片切掘削(土砂)

C2

C1

1次 2次記号

5.8

0.7

【逆巻施工】

3次

切土法面整形(土砂)

切土法面整形(軟岩Ⅰ)

sl1

sl2

6.1 21.4

4.6 2.7 3.9

1.7

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－ －

－ －

－ －

－－

2.1

2.0

0.3

－

2次

1.44

0.3

2 .1 46  

0 .1 86  
0 .0 8 4  

0. 08 1  

2. 12 4  

0 .0 84  
0. 15 4  

0. 0 74  

下西谷1地区急傾斜地崩壊対策工事(８工区)(国補正)

6

起工 公共令和6年度



東伯郡三朝町下西谷

地 区 名

図    名

位    置

縮    尺

図    号

M

年度施行

中部総合事務所県土整備局

単    位1:100

横 断 面 図

鳥 取 県

（其の２）

下 西 谷 1 地 区

DL=200.00

DL=195.00

ANO.2+10.0

GH=

FH= -

204.20

D
=1

0.
00

ANO.2

GH=

FH= -

199.83

D
=1

0.
00

道

蔵

1
:0
.
4

1:0.6

1.001.50

FH=201.03

4.60

1
:0
.
4

1.001.50

FH=199.79

1:1.0

4.60

1
:0.

4

1.001.50

FH=199.73
1:1.0

4.60

1:0.6

2.10

2.10

2.10

K

K

風化花崗岩

土砂

風化花崗岩

土砂

２次掘削底面 FH=小段高

３次掘削底面 FH=205.50

工　種

工　種工　種

5.9

5.8

1.4
0.4

1.8

2.9

1.0

4.2

2.
64

0.
46

1.
92

1.
18

2.
06

1.
04

0 .1 13  0 .0 7 3  

0 .0 74  

0 .0 58  

全 ９ 葉中の内 ４

令和

0 . 09 4  
0 .1 1 3

1 .8 86  

2 .1 51  
0. 18 6  

0 .0 7 4  

0 .0 84  

E =0 .9 3 4 

0 .3 17  

0 .8 4 0  

？

？

床掘(軟岩Ⅰ)

床掘(土砂)

片切掘削(軟岩Ⅰ)

片切掘削(土砂)

埋戻(土砂)

埋戻(ｺﾝｸﾘｰﾄ)

切土法面整形(土砂)

切土法面整形(軟岩Ⅰ)

植生工

ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊

C2

C1

5.9

E1

E2

F1

F2

sl1

sl2

sl1

Co

左 右記号

石積取壊 S

15.1

床掘(軟岩Ⅰ)

床掘(土砂)

オープン掘削(軟岩Ⅰ)

片切掘削(軟岩Ⅰ)

片切掘削(土砂)

埋戻(土砂)

埋戻(ｺﾝｸﾘｰﾄ)

切土法面整形(土砂)

切土法面整形(軟岩Ⅰ)

植生工

ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊

C4

C2

C1

5.7

E1

E2

F1

F2

sl1

sl2

sl1

Co

左 右記号

石積取壊 S

5.1

0.1

1.4

0.4

片切掘削(軟岩Ⅰ)

片切掘削(土砂)

C2

C1

2次 3次記号

0.8

【逆巻施工】

4次

切土法面整形(土砂)

切土法面整形(軟岩Ⅰ)

sl1

sl2

4.3

1.8 2.9

4.2

7.7

オープン掘削(土砂) C3 22.516.8

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－－ －

－ －

－

－

－

－

1.9

2.1

0.3

0.9

0.110.26

0.1

0.9

1.8

5.8

－

下西谷1地区急傾斜地崩壊対策工事(８工区)(国補正)

6

起工 公共令和6年度



（其の３）

下 西 谷 地 区

DL=200.00

DL=200.00

1:100

横 断 面 図

鳥 取 県

GH=

FH= -

202.51

ANO.4

GH=

FH= -

200.43

D
=2

0.
00

D
=2

0.
00 ANO.3

東伯郡三朝町下西谷

地 区 名

図    名

位    置

縮    尺

図    号

M

中部総合事務所県土整備局

単    位

道

倉庫

1:0.6

1:0.6

1.00

1:0.6

1:0.6

1.001.50

4.60

1.00

FH=200.83

2.10
K

(K)

風化花崗岩

土砂

風化花崗岩
土砂

令和

Ａ工区

１次掘削底面 FH=210.17

２次掘削底面 FH=小段高

２次掘削底面 FH=小段高

３次掘削底面 FH=205.50

１次掘削底面 FH=210.17

工　種工　種

工　種工　種

3.2

3.1

2.8

5.4

1
.2

2.8

2.4

3.0

1.2

2.6

2.
33

0.
77

1.
63

1.
47

0.
88

2.
22

2.
44

0.
66

1.
80

1.
30

1.
91

1.
19

1.
16

1.
94

1 .7 7 0  

0 .1 13  

0. 05 8  

0. 04 5  

1 .1 24  

0. 11 3  
0 .8 74  

0. 05 8  

0 . 14 4  

６　年度施行

1:0
.
4

1.00

4.60

FH=200.43

2.101.50 1.01

K

1.8

床掘(軟岩Ⅰ)

床掘(土砂)

片切掘削(軟岩Ⅰ)

片切掘削(土砂)

埋戻(土砂)

埋戻(ｺﾝｸﾘｰﾄ)

切土法面整形(土砂)

切土法面整形(軟岩Ⅰ)

植生工

ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊

C2

C1

9.1

5.4

E1

E2

F1

F2

sl1

sl2

sl1

Co

左 右記号

1.8石積取壊 S

36.4

6.4片切掘削(軟岩Ⅰ)

片切掘削(土砂)

C2

C1

1次 2次記号

2.7

【逆巻施工】

3次

切土法面整形(土砂)

切土法面整形(軟岩Ⅰ)

sl1

sl2

8.4

3.2 3.1

床掘(軟岩Ⅰ)

床掘(土砂)

オープン掘削(軟岩Ⅰ)

片切掘削(軟岩Ⅰ)

片切掘削(土砂)

埋戻(土砂)

埋戻(ｺﾝｸﾘｰﾄ)

切土法面整形(土砂)

切土法面整形(軟岩Ⅰ)

植生工

ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊

C4

C2

C1

9.0

E1

E2

F1

F2

sl1

sl2

sl1

Co

左 右記号

石積取壊 S

7.2

片切掘削(軟岩Ⅰ)

片切掘削(土砂)

C2

C1

1次 2次記号

0.2

【逆巻施工】

3次

切土法面整形(土砂)

切土法面整形(軟岩Ⅰ)

sl1

sl2

4.1

1.2 2.8

3.0

4.3

オープン掘削(土砂) C3 8.420.0

－

－

－

1.2

－

－

－

－－ －

－ － －

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

4次

(20.0)

(4.3)

(2.4)

(3.0)

2.9

2.6

－

－

6.4

4次

25.3

2.8

5.4

－

－

－

－

－

－

－

－

1.8

0.1

0.21

0.1

0.11

0.2

0.9

1.1

※Ａ４打出時は縮尺率５０％

全 ９ 葉中の内 ５

下西谷1地区急傾斜地崩壊対策工事（８工区）（国補正）

起工 公共令和6年度



東伯郡三朝町下西谷

地 区 名

図    名

位    置

縮    尺

図    号

MM

中部総合事務所県土整備局

単    位図　示

構　造　図

鳥 取 県

下 西 谷 地 区

S=1:20

角フリューム
(FS300)

300

240

440

10
0 3
0

3
00

数　量　表（10m当り）

名　　称 規　　格 単位

基礎砕石 RC-40,t=10cm ｍ
2

ｍ
3

B300 5.0

4.40

0.072

角フリューム 個

敷モルタル

数　　量

1：3

(水路蓋)

S=1:20

フリューム
(B300-H500)

300

5
00

3
0

1
00

数　量　表（10m当り）

名　　称 規　　格 単位

基礎砕石 RC-40,t=10cm ｍ
2

ｍ
3

B300-H500 5.0

5.00

0.105

フリューム 個

敷モルタル

数　　量

1：3

350

500

※岩盤に床着する場合、基礎砕石は不要とする。※岩盤に床着する場合、基礎砕石は不要とする。

待受擁壁

角フリューム
　(FS300）

260

247

7
0

S=1:20

１号張コンクリート
(t=7cm)

数　量　表（10m当り）

名　　称 規　　格 単位

18-8-40コンクリート ｍ
3

数　　量

待受擁壁

フリューム
(B300-H500）

230

222

S=1:20

２号張コンクリート
(t=7cm)

数　量　表（10m当り）

名　　称 規　　格 単位

18-8-40コンクリート ｍ
3

数　　量

7
0

300 300

0.177 0.158

（其の１）

B2NO.4付近

石積復旧

角フリューム
　(FS300）

460

454

7
0

S=1:20

３号張コンクリート
(t=7cm)

数　量　表（10m当り）

名　　称 規　　格 単位

18-8-40コンクリート ｍ
3

数　　量

500

0.320

S=1:20

４号張コンクリート
(t=7cm) S=1:20

５号張コンクリート
(t=7cm) S=1:20

６号張コンクリート
(t=7cm)

待受擁壁

フリューム
(B300-H500）

321

313

数　量　表（10m当り）

名　　称 規　　格 単位

18-8-40コンクリート ｍ
3

数　　量

7
0

391

0.222

待受擁壁

角フリューム
　(FS300）

380

367

7
0

数　量　表（10m当り）

名　　称 規　　格 単位

18-8-40コンクリート ｍ
3

数　　量

420

0.261

待受擁壁

7
0

数　量　表（10m当り）

名　　称 規　　格 単位

18-8-40コンクリート ｍ
3

数　　量

0.200

300

272

集水桝

550
(平均幅) (平均幅)

380

1
00

0

縞鋼板  
(t=3.2mm)

等辺山形鋼 
(30×30×3)

S=1:20

ベンチフリューム
(BF300) S=1:20

１号水路接続工

数　量　表（1箇所当り）

名　　称 規　　格 単位

モルタル充填 ｍ
3

数　　量

300

300

440

1
00
3
0

2
00

数　量　表（10m当り）

名　　称 規　　格 単位

基礎砕石 RC-40,t=10cm ｍ
2

ｍ
3

B300-H500フリューム 個

敷モルタル

数　　量

1：3

※岩盤に床着する場合、基礎砕石は不要とする。

5.0

4.40

0.090

0.003

(水路蓋)

数　量　表（1枚当り）

名　　称 規　　格 単位

kg

SS400
t=3.2mm 10.180

2.557

縞鋼板 kg

等辺山形鋼

数　　量

SS400
30×30×3

S=1:20

水路蓋(B300)
S=1:20

２号水路接続工

数　量　表（1箇所当り）

名　　称 規　　格 単位

モルタル充填 ｍ
3

数　　量

0.003

待受擁壁

角フリューム
　(FS300）

375

362

70

S=1:20

７号張コンクリート
(t=7cm)

数　量　表（10m当り）

名　　称 規　　格 単位

18-8-40コンクリート ｍ
3

数　　量

415

0.258

S=1:20

８号張コンクリート

(水路併設部)

待受擁壁

数　量　表（10m当り）

名　　称 規　　格 単位

18-8-40コンクリート ｍ
3

数　　量

0.565

1
:0.1

1:
0.

1

200

土
被

り

S=1:20

塩ビ管(VP75)

(擁壁背後部)

ベンチフリューム
　(BF300）

1:1.0
待受擁壁

6.667%

塩ビ管(VP75)

基礎コンクリート

161 1500

1661

5
01
50

300

98
平

均
高

平張コンクリート

(擁壁背後縦断図)

塩ビ管(VP75)

塩ビ管(VP75)

基礎コンクリート

基礎コンクリート数量表（1箇所当り）

名　　称 規　　格 単位

0.044

0.32

数　　量

コンクリート

型枠 ｍ
2

18-8-40 ｍ
3

(平均幅)

ベンチフリューム
　(BF300）

70

855

815

799

(平均幅)

コンクリート切断 コンクリート切断

33
5

440

モルタル充填
 A=0.017㎡

既設水路
既設水路

500

モルタル充填
 A=0.015㎡

3
00

令和

※Ａ４打出時は縮尺率５０％

全 ９ 葉中の内 ６

下西谷1地区急傾斜地崩壊対策工事（８工区）（国補正）

６　年度施行

起工 公共令和6年度



東伯郡三朝町下西谷

地 区 名

図    名

位    置

縮    尺

図    号

MM

中部総合事務所県土整備局

単    位図　示

鳥 取 県

下 西 谷 地 区

S=1:50

Ａ１号待受擁壁

1:0.6

平張コンクリート
　(t=7cm）

1500

700

1:0
.
4

100 2300 100

2500

6
00

4
00

0

5
00

3
50

0

(1)

吸出防止材
(250×250）

水抜孔(VU100)
 L=2.08m

S=1:50

Ａ１号待受擁壁

1:0.6

平張コンクリート
　(t=7cm）

1500

700

1:0
.
4

100 2300 100

2500

6
00

4
00

0

5
00

3
50

0

(2)

吸出防止材
(250×250）

※支持地盤が土砂の場合

※支持地盤が岩の場合

S=1:50

Ａ１号待受擁壁

1:0.6

平張コンクリート
　(t=7cm）

1500

700

1:0
.
4

100 2300 75

2475

6
00

4
00

0
1
00

5
00

3
50

0

(3)

吸出防止材
(250×250）

※支持地盤が岩の場合
　水路がフリューム(h500)の場合

1
00

(極限支持力度 258.9 ＞ Ｑa ≧ 243.0KN/㎡ (堆積時) --- 基礎砕石厚30cm)

20
0

Ｂ３号待受擁壁

数　量　表（10m当り）

名　　称 規　　格 単位

同上型枠

基礎砕石 RC-40,t=20cm

ｍ
3

ｍ
2

ｍ
2

ｍ
2

18-8-40

18-8-40

60.000

25.00

83.08

均し
コンクリート

コンクリート ｍ
3

型枠

ｍ
3平張

コンクリート

水抜孔 VU100

吸出防止材 250×250

ｍ

枚

Ｂ３号待受擁壁

※1ヶ所/3㎡

水抜孔(VU100)
 L=2.08m
※1ヶ所/3㎡

水抜孔(VU100)
 L=2.08m
※1ヶ所/3㎡

Ａ２号(2) Ｂ１号 Ｂ２号 Ｂ３号(2)Ｂ３号(1)Ａ２号(1)Ａ１号(2)Ａ１号(1) Ａ１号(3)

待受擁壁構造図

落石防護柵(H=2.0m) 落石防護柵(H=2.0m) 落石防護柵(H=2.0m)

Ａ３号

注）伸縮目地は10ｍに1箇所程度を目安に設置すること。

(
30

0
)

(2700)

注）支持地盤が土砂の場合、支持力不足により置換が必要となる場合がある。
　　施工時には平板載荷試験を実施し以下の支持力を確認すること。
　　 　A-1区間 --- 極限支持力度Ｑa ≧ 258.9KN/㎡ (堆積時) --- 置換不要

枠組足場

単管傾斜足場

掛ｍ
2

掛ｍ
2

43.1

40.0

1.035

6.9

3.3

―

―

2.500

2.00

2.475

1.00

― ―

56.000

25.00

72.70

37.7

35.0

1.026

6.9

3.3

―

―

56.000

72.70

37.7

35.0

1.026

6.9

3.3

2.500

2.00

―

58.125

77.89

40.4

37.5

1.026

6.9

3.3

2.500

2.00

―

33.000

62.31

19.00

―

―

1.026

―

―

32.3

30.0

49.000

72.70

37.7

35.0

1.035

6.3

3.3

2.300

2.00

―

33.000

62.31

19.00

―

―

1.026

32.3

30.0

33.000

62.31

19.00

―

―

1.026

―

―

32.3

30.0

4.9

3.3

18-8-20

S=1:50

Ａ２号待受擁壁

900

1:1.0

5
00

3
50

0

1:
0.
4

平張コンクリート
　(t=7cm）

1500

吸出防止材
(250×250）

(1)

6
00

3
00

0

※支持地盤が土砂の場合

S=1:50

Ａ２号待受擁壁

900

1:1.0

5
00

3
50

0

1:
0.
4

平張コンクリート
　(t=7cm）

1500

吸出防止材
(250×250）

(2)

100

6
00

3
00

0

1
00

2300 100

2500

※支持地盤が岩の場合

水抜孔(VU100)
 L=2.08m
※1ヶ所/3㎡

水抜孔(VU100)
 L=2.08m
※1ヶ所/3㎡

落石防護柵(H=2.0m) 落石防護柵(H=2.0m)

100 2300

2500

2
00

S=1:50

Ｂ１号待受擁壁

1
:0
.
4

平張コンクリート
　(t=7cm）

1:1.0

1500

50
0

2
50

0

3
00

0

500

6
00

100 1700 100

1900

2
00

S=1:50

Ｂ２号待受擁壁

700

1:0.6

平張コンクリート
　(t=7cm）

1500

6
00

3
50

0

5
00

3
00

0

吸出防止材
(250×250）

10
0

100 2100 100

2300

※支持地盤が岩の場合
置換コンクリート
　(18-8-40)

※岩盤と土砂の層境で、岩盤上
　に薄い土砂層が残る場合は、
　コンクリートで置換する。

※支持地盤が土砂の場合
※水抜孔なし

水抜孔(VU100)
 L=1.88m
※1ヶ所/3㎡

落石防護柵(H=2.0m)

S=1:50

Ａ３号待受擁壁

700～900

1:1.0

5
00

4
00

0
～

3
50

0

1
:0
.
4

平張コンクリート
　(t=7cm）

1500

吸出防止材
(250×250）

60
0

35
00

～
3
00

0

水抜孔(VU100)
 L=2.08m
※1ヶ所/3㎡

落石防護柵(H=2.0m)

100 2300 100

2500

※支持地盤が岩の場合

1
00

S=1:50

1500

6
00

100 1700 100

1900

500

※支持地盤が土砂の場合

50
0

2
50

0

3
00

0
2
00

吸出防止材

(1)

S=1:50

1:1.0

1500

6
00

100 1700 100

1900

500

平張コンクリート
　(t=7cm）

※支持地盤が土砂の場合
※水抜孔なし

50
0

2
50

0

3
00

0
2
00

(2)

水抜孔(VU100)
 L=1.48m
※1ヶ所/3㎡

落石防護柵(H=1.5m) 落石防護柵(H=1.5m)

1:1.0

平張コンクリート
　(t=7cm）

(250×250）

43.1

40.0

1.035

6.9

3.3

60.000

83.08

43.1

40.0

1.035

6.9

3.3

60.000

83.08

土砂　　　　
(礫まじり砂)

軟岩Ⅰ　　　
(風化花崗岩)

　　　　　　 　　　 　　　

令和

※Ａ４打出時は縮尺率５０％

全 ９ 葉中の内 ７

下西谷1地区急傾斜地崩壊対策工事（８工区）（国補正）

６　年度施行

起工 公共令和6年度



東伯郡三朝町下西谷

地 区 名

図    名

位    置

縮    尺

図    号

MM

中部総合事務所県土整備局

単    位図　示

鳥 取 県

下 西 谷 地 区

落石防護柵構造図

落石防護柵(H=2.0m)構造図
S=1:20

Ａ

索端金具
25φ×500

ワイヤロープ
3×7　18φ

バインド線
　500mm間隔　(端部は750mm)

金網吊板
4.5t×25×1000

上弦材
101.6φ×4.2t-1400

中間支柱
H-200×100×5.5×8-2850

1500 1500

3000

吊りリング
2.0t×32×186

3000

正 面 図
S=1:20

（其の２）

端末支柱
H-175×175×7.5×11-2850

14
0
0

6
00

20
00

8
50

2
85

0

175

3
66

1400

1766

100

金網
3.2φ×50×50

補助中間支柱
L-75×75×9-2000

4.0φワイヤ

Uボルト
M12×40×60

2
50

6
@2

5
0=

1
50

0
2
50

20
00

サポート
2[-100×50×5×7.5-2450

175

275

Uボルト
M10×30×60

端末支柱側面図
S=1:20

中間支柱側面図
S=1:20

7
5

3
0

2
85

0

20
00

8
50

200

Ａ部詳細図
S=1:5

L-75x75x9

t = 9

上弦材取付PL詳細図
 (端末支柱)

S=1:5

t = 9

中間支柱天端寸法図
S=1:5

t = 9

吊りリング詳細図
S=1:5

金網吊り板詳細図
S=1:5

4.5ｔx25-1000 2-11φｷﾘ

上弦材詳細図
S=1:10

4-23φ孔 101.6φ×4.2-1400

項　　目

寸　法　(mm)
部品名

ワイヤロープ

部 品 明 細 表

表面処理
大別

ケ
　
ブ
ル
構
成

－

中
間
支
柱
構
成

端
末
支
柱
構
成

補
助
中
間
支
柱
構
成

3×7　18φ Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

金網

ワイヤ

中間支柱

端末支柱

サポート

ボルト

金網止め丸棒

角Ｕボルト

索端金具

補助中間支柱

上弦材

ボルト

吊りリング

金網吊り板

ボルト

Ｕボルト

Ｕボルト

3.2φ×50×50

4.0φ　　

H-200×100×5.5×8

M12×40×60

M10×30×60

H-175×175×7.5×11

[-100×50×5×7.5

M27×60

7φ×2000

M8×60×40

25φ×500

L-75×75×9

M12×40×60

M10×30×60

101.6φ×4.2t

M20×50

2.0t×32×186

4.5t×25×1000

M8×45

　　　 　　　 　　　 　　　

7
5

10
0

75

100

50 150 50

250

1
50

175

300

400

100

1
50

2 32

(
18

6)

2

φ=10
2

2
5

150 700 150

1000

1400

100 100

≒
1
60

1400

令和

※Ａ４打出時は縮尺率５０％

全 ９ 葉中の内 ８

下西谷1地区急傾斜地崩壊対策工事（８工区）（国補正）

６　年度施行

起工 公共令和6年度



8.43

待受擁壁展開図

鳥 取 県

下 西 谷 地 区

H26成果図面流用

【参考図】

位    置

縮    尺

図    号

M

中部総合事務所県土整備局

単    位1:200

地 区 名

図    名 （其の　）

東伯郡三朝町下西谷

10.000.50

Ｂ１号待受擁壁(H=3.0m)
※水抜き管は設置しない

目
地

目
地

目
地

目
地

目
地

目
地

目
地

落石防護柵（H=2.0m）L=74.5m(ロープ・金網：A=149.0m2)

6.77 8.5939.42

Ａ１(3)号 待受擁壁(H=4.0m)　L=30.0m
Ａ３号待受擁壁(H=4.0～3.0m)

25.08

H30修正設計
　・擁壁延長修正：A2号待受擁壁(1)、B1号待受擁壁
　・擁壁抹消　　：A2号待受擁壁(2)
　・崩壊土砂防止柵：H26計画を抹消し､上記擁壁抹消区間を含めて再計画

X=-75144.388
Y=-46082.037

X=-75133.712
Y=-46074.884

X=-75128.780
Y=-46072.660

X=-75124.559
Y=-46069.276

X=-75121.718
Y=-46066.461

X=-75120.130
Y=-46062.789

X=-75119.262
Y=-46060.233

X=-75117.173
Y=-46054.077

X=-75117.137
Y=-46050.188

X=-75117.119
Y=-46041.904

X=-75123.094
Y=-46043.974

X=-75123.938
Y=-46037.025

X=-75122.288
Y=-46032.217

X=-75119.109
Y=-46027.901

X=-75115.482
Y=-46022.256

X=-75111.917
Y=-46016.313X=-75117.128

Y=-46046.188

X=-75120.991
Y=-46017.159

X=-75122.646
Y=-46017.545

X=-75137.077
Y=-46077.678

X=-75140.663
Y=-46080.067

<端末支柱：1本　中間支柱：10本>

9.67

 0.50

目
地

目
地

目
地

0.50 29.75 12.04 13.04 0.50

落石防護柵（H=2.0m）L=54.83m(ロープ・金網：A=109.7m2)

<端末支柱：2本　中間支柱：18本>

Ａ１(1)号待受擁壁(H=4.0m)　L=37.46m Ａ１(2)号待受擁壁(H=4.0m)　L=18.3m

X=-75147.407

X=-75145.155

落石防護柵　(H=2.0m)　44.5

＜端末支柱：1本　中間支柱18本＞

Ａ２号待受擁壁(2)　10.17

（H=3.5m）

5.17

10.17

2.702.30

目
地

AIP.1

AIP.2

ANO.0

ANO.1

ANO.2

AIP.3

ANO.2+10

ANO.3

AIP.3

AIP.4

AIP.5

ANO.2+10

ANO.3

ANO.4

ANO.5
ANO.6

AIP.6

AIP.7

AIP.8

AIP.9

ANO.6

ANO.7

ANO.7+10 ANO.8

ANO.8+9

AIP.10

AIP.11

NO.9

ANO.9+9

ANO.10

AEP

B1EP

B1NO.0

X=-75176.5523
Y=-46143.2998

0.8
0

3
.1
0

2
.3
0

30°

30°

FH=200.40FH=200.43
FH=201.03 FH=200.83

4
.0

0

2.000% 0.303%

AI
P.

4

FH=204.53

FH=200.53 FH=200.33
FH=199.93 FH=199.90

FH=199.72

FH=199.22

FH=199.71

FH=199.21

3
.5

0

FH=199.17FH=199.20

AI
P.

5

8.497% 0.303%

5.00

A
-N

O
.50.069.91

0.06

EL=199.40

X=-75190.9055
Y=-46196.2524

X=-75180.1260
Y=-46168.3812

X=-75181.0978
Y=-46156.4058

Y=-46114.2470

X=-75169.1030
Y=-46151.9622

X=-75166.9328
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※Ａ４打出時は縮尺率５０％

令和

全 ９ 葉中の内 ９

下西谷1地区急傾斜地崩壊対策工事（８工区）（国補正）

６　年度施行

起工 公共令和6年度


